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新
し
い
年
度
が
始
ま
り
、
忙

し
い
毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
ん
延
防
止
期
間
は
終
了
し
た

も
の
の
、
コ
ロ
ナ
感
染
は
収
ま

る
ど
こ
ろ
か
拡
大
に
向
か
い
、

気
持
ち
が
休
ま
る
暇
も
あ
り
ま

せ
ん
。
と
り
わ
け
高
校
で
は
新

教
育
課
程
対
応
に
よ
る
新
教
科

や
観
点
別
評
価
導
入
と
と
も

に
、
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
に
よ
る
Ⅰ
Ｃ
Ｔ

対
応
も
余
儀
な
く
さ
れ
る
な

ど
、
新
た
な
業
務
が
何
倍
に
も

膨
れ
上
が
り
ま
し
た
。
無
理
を

な
さ
ら
ず
に
声
を
か
け
合
い
、

支
え
合
い
な
が
ら
仕
事
し
ま
せ

ん
か
。
超
勤
解
消
に
は
、
協
力

協
同
が
大
切
で
す
。

今
年
度
中
に
は
、
定
年
延
長

導
入
に
関
す
る
提
案
が
道
教
委

か
ら
労
働
組
合
に
対
し
て
提
示

さ
れ
、
交
渉
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

少
し
で
も
私
た
ち
の
願
い
や
要

求
を
取
り
入
れ
さ
せ
る
に
は
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で

す
。
署
名
な
ど
が
職
場
で
回
覧

さ
れ
ま
し
た
ら
、
是
非
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
、

道
教
委
へ
の
最
大
の
圧
力
は
組

合
員
が
増
え
る
こ
と
で
す
。
是

非
、
高
教
組
へ
の
加
入
も
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

一
方
、
学
級
減
さ
れ
る
高
校
が

後
を
絶
た
ず
、
学
校
規
模
の
差

が
拡
大
し
て
い
る
と
言
え
ま

す
。
１
学
年
８
学
級
の
高
校
と

そ
の
半
分
以
下
の
規
模
の
高
校

が
同
一
学
区
に
混
在
し
て
い
る

学
区
は
石
狩
学
区
以
外
に
あ
り

ま
せ
ん
。
道
教
委
は
学
校
の
小

規
模
化
に
伴
い
、
教
員
配
置
数
、

設
置
可
能
な
選
択
科
目
数
、
部

活
動
数
、
切
磋
琢
磨
す
る
機
会

な
ど
に
差
が
生
じ
る
と
説
明
し

て
い
ま
す
。
石
狩
学
区
の
小
規

模
校
に
と
っ
て
は
、
学
校
選
択

に
不
利
な
説
明
と
な
っ
て
い
ま

す
。今

年
度
石
狩
学
区
の
全
日
制

普
通
科
・
職
業
科
に
進
学
し
た

１
年
生
数
１
１
４
０
０
人
を
、

高
校
数
４
４
校
・
４
０
人
学
級

と
し
て
割
り
返
し
て
、
１
校
当

た
り
の
学
級
数
を
計
算
す
る

と
、
全
日
制
普
通
科
と
職
業
科

は
６.

５
学
級
と
な
り
ま
す
。
８

学
級
を
望
ま
し
い
規
模
と
す
る

時
代
は
過
ぎ
去
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

新
指
針
の
改
定
案
決
定
は
、

来
年
３
月
で
す
。
今
年
度
の
１

０
月
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
新
し
い

指
針
へ
の
ご
意
見
を
是
非
札
幌

支
部
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

４
月
２
１
日
に
、
今
年
度
の

第
１
回
石
狩
管
内
公
立
高
等
学

校
配
置
計
画
地
域
別
検
討
協
議

会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
２
０
２
３
・
２
４
年

度
は
学
級
増
減
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
２
５
年
度
以
降

と
り
わ
け
２
７
年
度
に
大
幅
な

中
卒
生
減
と
な
る
こ
と
か
ら
、

「
札
幌
市
の
整
備
計
画
も
踏
ま

え
た
上
で
、
札
幌
市
内
の
再
編

整
備
も
含
め
た
定
員
調
整
の
検

討
が
必
要
」
と
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
札
幌
市
教
育
委
員
会
が

藻
岩
高
校
と
啓
北
商
業
高
校
の

再
編
統
合
計
画
を
検
討
し
て
い

る
と
の
報
道
が
あ
り
、
そ
の
行

方
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
協
議
会
で
は
「
こ
れ

か
ら
の
高
校
づ
く
り
に
関
す
る

指
針
」
検
証
結
果
報
告
書
の
説

明
が
あ
り
、
新
指
針
づ
く
り
に

む
け
た
「
課
題
・
方
向
性
等
」

が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
１

学
年
４
～
８
学
級
の
「
望
ま
し

い
学
校
規
模
」
に
関
し
て
は
、

「
道
立
学
校
の
半
数
以
上
が
望

ま
し
い
規
模
を
下
回
っ
て
い

る
」
現
状
に
あ
る
と
し
な
が
ら

も
、
「
望
ま
し
い
学
校
規
模
と

な
る
よ
う
、
中
卒
者
数
の
状
況

や
、
生
徒
に
進
路
動
向
、
地
域

の
実
情
な
ど
に
配
慮
し
な
が
ら

再
編
整
備
」
を
す
す
め
る
と
し

て
い
ま
す
。
「
学
校
活
力
論
」

に
基
づ
く
学
校
規
模
の
維
持
、

そ
の
た
め
の
再
編
統
合
推
進
と

い
う
こ
れ
ま
で
の
路
線
か
ら
１

ミ
リ
も
動
い
て
い
ま
せ
ん
。

「
望
ま
し
い
規
模
」
に
固
執

す
る
こ
と
で
生
じ
る
問
題
は
地

方
の
高
校
が
な
く
な
る
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
石
狩
学
区
内

で
は
、
２
次
募
集
後
の
学
級
減

が
復
元
さ
れ
ず
に
３
学
級
や
２

学
級
と
な
っ
て
い
る
高
校
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
半
面
、
学
級

増
に
よ
り
８
学
級
に
戻
っ
た
学

校
も
あ
り
ま
す
。
「
望
ま
し
い

規
模
」
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
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手
稲
養
護

桑
原

岳
夫

札
幌
支
部
の
役
員
一
同
、
少
し

で
も
、
皆
様
の
役
に
立
て
れ
ば

と
考
え
、
奮
闘
し
て
行
き
ま
す

の
で
、
今
年
も
皆
様
の
お
力
添

え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
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５月５日はこどもの日、子どもたちにクリーンな北海道を！

泊再稼働させない核ごみ持ち込ませない

５・５北海道大行進
〇日時：５月５日（木）１３：００～

〇集合：札幌大通公園西３丁目

〇数団体代表スピーチの後、

１３：３０デモパレード

〇感染対策を万全にされて

お集まりください。

国
連
を
中
心
に
和
平
に
向
け

た
献
身
的
な
外
交
努
力
が
続
け

ら
れ
て
い
る
一
方
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
長
期

化
す
る
中
、
日
本
国
内
に
は
改

憲
推
進
と
あ
わ
せ
た
防
衛
力
増

強
議
論
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
」「
防

衛
費
Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
％
へ
の
増
額
」

「
核
兵
器
共
有
」
な
ど
、
国
家

安
全
保
障
を
め
ぐ
り
「
専
守
防

衛
」
を
大
き
く
踏
み
越
え
る
主

張
が
目
立
ち
ま
す
。

４
月
２
１
日
に
は
自
民
党
の

安
全
保
障
調
査
会
が
、
敵
の
ミ

サ
イ
ル
発
射
基
地
な
ど
を
破
壊

す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
敵
基
地
攻

撃
能
力
」
の
名
称
に
つ
い
て
「
反

撃
能
力
」
に
変
更
す
る
こ
と
を

盛
り
込
ん
だ
政
府
へ
の
提
言
案

を
了
承
し
た
と
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
提
言
案
に
は
、
他
国

へ
の
武
器
供
与
に
関
す
る
防
衛

装
備
移
転
３
原
則
の
見
直
し
も

盛
り
込
ま
れ
、
「
侵
略
を
受
け
て

い
る
国
に
幅
広
い
分
野
の
装
備

移
転
を
可
能
と
す
る
制
度
を
検

討
」
と
、
対
象
の
拡
大
に
も
踏

み
込
み
ま
し
た
。
学
識
者
で
つ

く
る
平
和
構
想
研
究
会
は
提
言

案
に
対
し
て
「
先
制
攻
撃
に
限

り
な
く
近
づ
く
危
険
な
政
策
。

地
域
の
軍
事
的
緊
張
を
高
め
、

日
本
が
攻
撃
さ
れ
る
可
能
性
を

む
し
ろ
高
め
る
も
の
だ
」
と
緊

急
声
明
で
抗
議
し
て
い
ま
す
。

政
府
は
こ
れ
ま
で
も
、
重
要

政
策
を
実
現
す
る
際
に
は
、
国

民
に
受
け
入
れ
や
す
い
よ
う
に

オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
ん
だ
名
称
や

表
現
を
用
い
て
き
ま
し
た
。
消

費
税
は
「
税
制
改
革
」
、
小
選
挙

区
制
は
「
選
挙
制
度
改
革
」
、
戦

争
法
は
「
安
保
法
制
」
等
々
。

重
要
政
策
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

こ
と
ご
と
く
事
の
本
質
を
隠
し

た
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
駆
使
し
て
き

ま
し
た
。
「
反
撃
能
力
」
と
い
う

表
現
は
、
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」

に
秘
め
ら
れ
て
い
る
先
制
攻
撃

性
を
包
み
隠
す
だ
け
で
な
く
、

「
専
守
防
衛
」
の
理
念
に
反
し

な
い
も
の
と
の
錯
覚
や
誤
解
を

生
じ
さ
せ
る
、
と
て
も
危
険
な

言
い
換
え
で
す
。
「
眉
唾
物
」
の

典
型
と
し
て
、
最
大
限
の
注
意

喚
起
が
必
要
で
す
。

憲法施行75周年STOP改憲!5.3憲法集会
5月3日(火)１0:30/パレード11:30
集合 札幌大通公園西３丁目
主催 戦争をさせない北海道委員会

「憲法を100倍おもしろく学ぶ連続講座」
札幌市内の道立高校で教壇に立ってい

た川原茂雄さん（札幌学院大学）によ

る連続学習講座、いよいよ最終回です。

５月17日（火）18:30～20:00

※参加希望の方は高教組札幌支部にメールください

主催:道労連/北海道憲法共同センター

はるがく 障害児教育 春の学習交流集会 教育を原点から考えてみませんか？

講師：三木 裕和 氏（立命館大学産業社会学部教授）

演題：「障害児教育、ホントの魅力新学習指導要領の功罪を考えながら」

2022 年5 月28 日（土）オンライン開催（Zoom）
北海道高等学校教職員センター４F（札幌市中央区大通西12 丁目）

12:30～1 受付

13:00～13:05 オープニング

13:05～16:05 三木裕和氏の講演（休憩、質疑含む）

16:05～17:00 交流会〜「三木先生に聞いてみよう」（自由参加）

終了

17:00～ 交流タイム（自由参加）

・事前にQR コードから申し込みをお願いします。資料をダウンロードでできるURL をお知らせします。

・当日は「ミーティングID：827 0822 6918」「パスコード：924519」からご参加ください。

・当日は「所属名＋名前」が表示されるように設定して参加してくださいますようお願いいたします。

・ビデオOFF でも参加できますが、発言する際にはできるだけビデオON にしていただきますようお願いいたします。

参 加 無 料


